
The University of Tokushima (2011)〉 Graduate School of Oral Sciences〉 Course of Oral Sciences (Doctor’s Degree) [⇒Japanese]

難治口腔疾患制御学実験実習 4 units (selection) 1st-year(whole year), 2nd-year(whole year)

Naozumi Ishimaru ·Associate Professor / 口腔健康科学講座, Course of Oral Sciences

Target〉 顎口腔領域の疾病の中で加齢と伴に進行する難治口腔疾患 (免疫疾患，口
腔乾燥，嚥下障害，感染症，癌など)や生活習慣病 (糖尿病など)に関連する重
篤な口腔機能障害などの発症機構および予防法・治療法開発に関する最新の
知見について体系的に解説する．

Outline〉 複雑化する顎口腔領域の疾病構造の中で加齢と伴に進行する難治口腔
疾患 (免疫疾患，口腔乾燥，嚥下障害，感染症，癌など)や生活習慣病 (糖尿病
など)に関連する重篤な口腔機能障害などにターゲットを絞りながら，これら
の発症機構および予防法・治療法開発に関する最新の文献を学生に抄読させ，
実験計画や研究の進め方を指導する．また，実験データに基づきその成果を
学術論文にまとめる方法を指導する．

Notice〉 特になし
Schedule〉

1∼5.加齢に伴う難治口腔疾患 (免疫疾患，口腔乾燥など)の病態と病因に関す
る最新の知見の理解と実験データの解析 (担当者: 林 良夫)

6∼10.加齢に伴う難治口腔疾患 (嚥下障害，感染症，癌など)の病態と病因に関
する最新の知見の理解と実験データの解析 (担当者: 林 良夫)

11∼15.加齢に伴う難治口腔疾患の治療法および予防法に関する最新の知見の理
解と実験データの解析 (担当者: 石丸 直澄)

16∼20.生活習慣病 (糖尿病など)に関連する口腔機能障害の病態と病因に関する
最新の知見の理解と実験データの解析 (担当者: 林 良夫)

21∼25.生活習慣病 (糖尿病など)に関連する口腔機能障害の治療戦略に関する最
新の知見の理解と実験データの解析 (担当者: 石丸 直澄)

26∼29.難治口腔疾患制御学の予防法の開発に関する最新の知見の理解と実験デー
タの解析 (担当者: 林 良夫)

30.総合討論 (担当者: 林 良夫)
Evaluation Criteria〉 その都度理解度をチェック・レポート提出
Re-evaluation〉 行う．
Contents〉 http://cms.db.tokushima-u.ac.jp/cgi-bin/toURL?EID=217464
Contact〉
⇒ Ishimaru (ishimaru@dent.tokushima-u.ac.jp) Mail

Note〉 特記事項なし
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